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2022年10月改定，2023年4月の特例措置等も完全収載した最新版‼

最新刊

★　2022 年 10 月改定や 2023 年 4 月
からの診療報酬上の特例措置等（オ
ンライン資格確認，医薬品の安定供
給に関するもの）もすべて取り込み
再構成した，2023 年４月現在の診
療報酬点数表の完全版 !!　最新の
「新型コロナ特例措置」も収録 !!

★　2022 年 4 月改定後，①算定通知
の変更，②新たな検査等の追加，③
施設基準の改定，④特定保険医療材
料の追加，⑤コロナ特例措置の追加，
⑥経過措置の変更，⑦ 2022 年 10 月
改定，⑧ 2023 年 4 月からの特例措
置等――等が行われています。

★　今回 2023 年増補版での変更部分
もすべて別にマーキングし，オリジ
ナル解説・Q&Aも追加。全国大多
数の医療機関・審査機関等で使用さ
れる，最高機能の点数表です ! !

診療点数早見表
2022年4月・10月／2023年4月増補版

※　医学通信社では，本書『診療点数早見表』１冊につきワクチン（ポリオワクチン）２人分相当を，認定ＮＰＯ
法人「世界の子どもにワクチンを　日本委員会（ＪＣＶ）」に寄付する活動をしております。

　フルカラーの機能的レイアウト。色ごとに分類して見やすく整理！
　関連規定をすべて収載。この1冊で保険請求は完璧にカバー！
　2023年4月現在までのすべての変更部分にマーキング！
　多数のオリジナル解説・算定例・Ｑ＆Ａで，わかりやすさ抜群！
　頁当たりの情報量が多く高密度のため，一覧性・速覧性が抜群！
　詳細かつ緻密な索引機能で，自在にスピーディに検索が可能！
　点数・要件を的確にまとめた便利な「診療報酬一覧表」収載！
�　�発刊後の追加告示・通知・事務連絡をHPで完璧にフォロー！

B５判　約 1,700 頁
価格：4,500 円（＋税）

本書の8つの特長

2023年
４月刊

★
難
解
な
解
釈
に
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
解
説
・Ｑ
＆
Ａ・

一
覧
表
を
付
記
。わ
か
り
や
す
さ
抜
群
で
す
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
解
説・Ｑ
＆
Ａ・一
覧
表
も
多
数
収
録

点
数
と
施
設
基
準
と
の
完
全
リ
ン
ク

★
施
設
基
準
の
該
当
ペ
ー
ジ・
該
当
項
目
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

　で
明
示
。施
設
基
準
が
素
早
く
的
確
に
確
認
で
き
ま
す
。

2
0
2
３
年
４
月
現
在
ま
で
の
変
更
部
分
を
明
示

★
緑
と
赤
の
マ
ー
キ
ン
グ
を
施
し
た
、フ
ル
カ
ラ
ー
な
ら
で
は
の
画
期
的
な

　オ
リ
ジ
ナ
ル
編
集
。す
べ
て
の
変
更
部
分
が一
目
で
わ
か
り
ま
す
。

通
則・点
数・通
知・事
務
連
絡
を
一
括
掲
載

★
関
連
す
る
す
べ
て
の
規
定
を
、フ
ル
カ
ラ
ー
で
分
類
し
て
一
括
掲
載
。

機
能
的
か
つ
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、関
連
規
定
が一
覧
で
き
ま
す
。

【ご注文方法】①HP・ハガキ・FAX・電話等でご注文下さい。
②振込用紙同封で書籍をお送りします（料金後払い）。③ま
たは書店にてご注文下さい。

101─0051 東京都千代田区神田神保町2─6 十歩ビル
tel.03─3512─0251　fax.03─3512─0250

ホームページ　https://www.igakutushin.co.jp 医学通信社

9419968_005_1頁カラー広告（診療点数早見表2023年４月増補版)_20230222_KB.indd   19419968_005_1頁カラー広告（診療点数早見表2023年４月増補版)_20230222_KB.indd   1 2023/02/24   16:182023/02/24   16:18

本体 1,800円（定価 1,980円）



50 月刊／保険診療・2023 年 5 月

	経営改善の結果…
これまで 3回の連載で，私が宇和
島徳洲会病院，鹿児島徳洲会病院で
行ってきた経営改善の取組みについ
てご紹介してきました。
まずは入院患者を増やす努力とし
て，患者さんを紹介してもらえると
ころに営業に行き，同時に患者さん
に必要な検査をもれなく行い，結果
により入院・治療していただく仕組
みを作ります。そして退院日の調整
などを含めて入院患者総数を増やす
工夫を行い，その次に入院単価を上
げます。各種の加算を取り，可能で
あれば医師事務や看護師，看護補助
者などを増やして加算を取っていく
のです。「入院売上げ＝総入院患者
数×単価」ですから，売上げも利益
も増えます。

今回は最終回ですので，私が行っ
た鹿児島徳洲会病院での経営改善の
結果を示します（図表 1）。
入職時に，「1年目は経営改善・入
院患者数を増やす」「2 年目から新
病院の設計と入院患者の単価増」「3，
4年目で新病院の建築」「5年目で新
病院移転，そして新病院を軌道に乗
せる」─というおおまかな 5年計
画を自分で作りました。
図表 1では公の経営目標として「3

年で 4億円」としていますが，宇和島
では 3年で利益を 4億円増やしてお
り，その経験を踏まえて同じような
病院で同じようなことをやれば結果
はもっと早く出るはずと，「2年で 4
億円利益を増やす」を自分のなかの
目標としました。
結果，その目標よりさらに早く，

1 年で 4 億円の
利益増に成功し
ました。理想的
には患者数と売
上が伸びながら
職員数も経費も
徐々に増える，
利益も売上げも
同時に増えると
いうのが業務過
多になりすぎず
よいのでしょう

が，思っていた以上のスピードで結
果が出ました。
2 年目以降も売上げ（医業収益）
は順調に伸びていますが，新病院移
転を控えて人を増やし，医療機器な
どに投資して経費も増えたことで，
結果的には 2，3 年目の利益は横ば
いになっています。2020 年からは
新型コロナの影響で，鹿児島徳洲会
病院でも救急車件数も入院患者数も
減り，医業収益自体は下がってしま
いましたが，コロナの患者さんを頑
張って診たこともあって，入院患者
の単価は上昇し，コロナ補助金を含
めると 2021 年は税引き前利益が 6
億円以上と，さらに増加しました。

	新病院移転
2021 年 12 月，待望の新病院移転
を無事に果たすことができました。
旧病院は鹿児島市のほぼ真ん中にあ
り，駅からも近いのですが，急性期・
救急に力を入れている病院が集中し
ている地域です。ですので，鹿児島
徳洲会病院としては同じ土俵では戦
わず，リハビリや後方支援としての
機能を重視して患者数を増やし，経
営改善を行いました。
特に鹿児島市は人口当たりの病院

数・病床数がとても多く，全国平均の
約2倍となっています。私が来た2018

元・鹿児島徳洲会病院　院長 （現・千葉徳州会病院院長） 　 池田佳広

こうして医療機関を変えてきた！
経営改善して新病院移転も無事に成功
「結果を残して次のステップへ」

122

1 2 43

Practical Case

【病院紹介】 1987 年，鹿児島市下荒田町に 310 床で開院。県の洋
上救急，ドクターヘリの協力病院としての指定を受けている。赤字
経営が続いていたが，地域のニーズに合わせて経営方針を転換し
たことにより黒字経営に。新型コロナ禍では，外来患者数は減少し
たが，コロナ肺炎の患者を多く受け入れたことにより，医業収益は
減ったものの利益は増加。2021 年 12 月，谷山地域に新築移転。

図表1　曜日別入院数・退院数
■ 税引前利益　■ コロナ補助金 医業収益
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年時点では急性期病床は全
国平均の 3倍もありました。
新築移転したのは，旧病
院から南に 8 km も離れた
地域です。そこは，鹿児島
市と合併するまでは谷山市
と言われていたところで，
人口が 16 万人もいます。
鹿児島市の人口分布は，
「谷山：谷山以外の鹿児島
市」で「3：7」ですが，移
転前の病院数・病床数は，「谷山：
谷山以外の鹿児島市」で「1：9」で
した。市全体では病院・病床超過剰
地域ですが，谷山地域だけを見ると
全国平均以下で，病院・病床が足り
ない地域と言えます。移転後の病院
の半径 5 km以内で救急車を多く受
け入れられるような急性期の病院は
鹿児島生協病院（306 床）くらいで，
急性期・救急に関してはとても足り
ていない・困っている状況でした。
谷山地域では年間およそ 7000 台
の救急車が要請されています。しか
し，地域で受入れできるのは 4000
台で，3000 台以上（45％）は中央
地域に流れていました（図表 2）。さ
らに鹿児島市より南側の指宿や枕崎
といった地域はさらに急性期病院が
足りておらず，2020 年には，1600
台以上の救急車が鹿児島市内に運ば
れています。谷山地域とその南部を
合わせると 5000 台近くの救急車が
地元で受入れられていない状況で，
新病院が移転した谷山地域は救急
車・救急のニーズが高いと言えます。
つまり，鹿児島徳洲会病院は旧病院
と新病院で，場所・地域もかなり違
うため状況も違う，すなわち必要と
される医療内容も異なるのです。同
じ病院で地域が変わるというのは新
築移転などの特殊な状況ですが，時
代や周囲の状況が変われば必要とさ
れる医療や自院の強みは変わってい

きます。それに合わせて病院の方向
性とやり方も変えていくことが必要
になってきます。

	新しい方針への転換
新病院移転後は思っていたよりも
速く，救急患者も入院患者も，その
他の検査等も増えています。特に大
きく増えたのが救急車の台数です。
2018 年までは年間約 1000 台だった
のが，私の赴任後 1200 台程度まで
増えました。その後，新型コロナに
よって 2021 年には 600 台まで減っ
てしまいましたが，2021 年 12 月に
新築移転後は，2022 年には 2000 台
を超え，3倍以上に増えました。月
の搬送数は，過去 37 年間で最高は
264 台でしたが，2022 年 8 月には
400 台を超えました（図表 3）。周り
の病院でコロナのクラスターが発生
したなどの要因もありますが，それ
でも職員が頑張った結果です。
救急車が増えればそこからの新入
院患者数も増加します。救急の患者
さんには当然検査も必要なので，
CT や MRI の件数も上がります。
MRI に関しては，脳外科と整形外
科の医師が新しく入職したこともあ
って 2倍以上に増えました。また，
紹介状の数も新病院になってから過
去最高を更新しています。
そんなわけで，予想ではどんなに
早くても 3～4 年はかかると思われ

ていた黒字化は，移転後 3カ月の 2
月には単月で達成できました。その
後もコロナのクラスターなどの特殊
要因がなければ，だいたい黒字にな
る体質になり，2022 年度も黒字の
決算で終わりました。
＊　　　　　＊　　　　　＊
これまでの結果が認められ，私は
2023 年 4 月から千葉徳洲会病院に
院長として異動することになりまし
た。千葉徳洲会病院は 447 床の大き
な病院です。病床数が鹿児島徳洲会
病院の 1.5 倍，医業収益は月間 9億
～10 億円と約 2 倍，医師数も常勤
医が 40 人，研修医 10 人を加えて
50 人で約 2 倍です。宇和島徳洲会
病院では常勤医 10 人程度でしたし，
鹿児島徳洲会病院も私の赴任当初は
常勤医 13 人だったことを考えると，
とても恵まれた病院です。
鹿児島徳洲会病院は新病院となっ
た 2022 年には新たに医師が 10 人，
2023 年 4 月からは 7 人入って常勤
医がやっと 30 人近くなりました。
まだまだ足りないとは思いますが，
その後の道筋は作ってきたので心配
はしていません。
千葉徳洲会病院は 100 床以上ベッ
ドが空いていますが，今までやって
きた経験とノウハウを活かせれば，
すぐに良くなると思います。これか
らも頑張って挑戦を続けていきたい
と思っています。� 標

図表2　谷山地域からの搬送状況（2020年）

移転先

中央地域

谷山地域

●谷山地域救急件数
中央地域へ：3,225件
谷山地域内：4,142件

計：7,367件

谷山地域内
56％

中央地域へ
44％ 旧病院

図表3　救急受入件数の推移

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

年計
件数

450

400

350

300

250

200

150

100

50

0

単月
件数

2018 年 1月
鹿児島病院院長就任

■ 年計 件数 単月 件数

UP

移転

（月）1 3 5

2017 2018 2019 2020 2021 2022
7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 3 5 7 9 11 1 1

2023
3 5 7 9 111 3 5 7 9 11

（年）


	表紙1
	表紙2
	目次
	特集 ゼロからわかる“薬剤”入門〜類型・薬理・効能・用法・請求の基礎知識〜
	Part1 薬剤の基礎知識
	Part2 「添付文書」の読解術－30のポイント解説
	Part3 薬剤に関する“法規・制度”－総まとめ
	Part4 薬剤・レセプト請求の事例解説
	視点『「かかりつけ医」の議論はなぜわかりにくいのか』
	プロの先読み・深読み・裏読みの技術
	こうして医療機関を変えてきた！
	NEWS縦断「スイッチOTCと緊急避妊薬」
	病院&クリニック経営100問100答『職員を不正から「守る」ための内部統制（購買管理編）』
	BSCを最大活用する12メソッド
	実践DPC請求Navi
	厚生関連資料／審査機関統計資料
	月間NEWSダイジェスト
	介護保険／医学・臨床・医療事故NEWS
	カルテ・レセプトの原風景【膠芽腫】現在の膠芽腫の診断と治療について
	パーフェクト・レセプトの探求
	点数算定実践講座
	レセプト点検の“名探偵”
	保険診療オールラウンドQA
	読者相談室
	かがやく！事務部門
	医療事務View
	めーるBOX
	編集後記



